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Arcserve サポートへの問い合わせ

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserve サポートの内容

弊社のArcserve サポート チームが社内で共有しているのと同じ情報ライブ

ラリへ直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ ベース( KB) ド
キュメントにアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについ

て、製品関連 KB 技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを

見つけることができます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐにリア

ルタイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセス

したまま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserve グローバルユーザコミュニティに参加して、質疑応答、ヒントの共

有、ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの会話を行うことができ

ます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、ご使用のArcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアクセスで

きます。

https://support.arcserve.com/s/?language=ja
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第1章 : Arcserve についての理解Office 365のクラウド

バックアップ

このドキュメントでは、Cloud Backupインスタンスのセットアップ、アクセス、および使

用について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

概要 6

機能 7

Arcserve Office 365のクラウド バックアップに含まれるもの 8

Arcserve Office 365のクラウド バックアップにアクセスするための前提条件 9
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概要

概要

Arcserve Office 365のクラウド バックアップは、組織がシームレス統合クラウド バッ

クアップおよび DR ( Disaster Recovery、惨事復旧 ) を使用してデータ保護ニーズを

満たすことができるようにするクラウド コンピューティングサービスです。Arcserve
Office 365のクラウド バックアップは、Office 365データのオフサイトの可用性と

Point-in-Time バックアップコピーを確保する事業継続ソリューションです。

Office 365のクラウド バックアップは、クラウド間のバックアップソリューションとして提

供され、データ保護の完全なセキュリティと効率のために、グローバルデデュプリ

ケーション、暗号化、圧縮、およびWAN最適化レプリケーションを活用します。
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機能

機能

Arcserve Office 365のクラウド バックアップでは、以下の操作を実行できます。

Arcserve へのOffice 365 OneDrive のバックアップOffice 365のクラウド バック

アップ：OneDrive は、Microsoft Cloudにホストされているファイルストアです。

OneDrive プランは、保護する OneDrive ノード、バックアップ先、バックアップ

スケジュールなどを指定できるバックアップタスクで構成されます。バックアップ

先はバックアップデータを保存する非デデュプリケーションまたはデデュプリケー

ションデータストアです。

詳細については、「Microsoft Office 365 OneDrive ノード バックアッププランを

作成する方法」を参照してください。

Cloud Backup インスタンスへのOffice 365 Exchange Online のバックアップ：

Exchange Online は、Microsoft Cloudでホストされている電子メールアプリ

ケーションです。プランを作成し、Microsoft Cloudを使用して、メール、予定

表アイテム、連絡先などのExchange Online メールアイテムを保護します。

Exchange Online プランは、保護する Exchange Online ノード、バックアップ

先、バックアップスケジュールなどを指定できるバックアップタスクで構成され

ます。バックアップ先はバックアップデータを保存する非デデュプリケーションま

たはデデュプリケーションデータストアです。

詳細については、「Exchange Online プランを作成する方法」を参照してくだ

さい。

Cloud Backup インスタンスへのOffice 365 SharePoint Online のバックアップ：

SharePoint Online は、Microsoft Cloudにホストされているポータル管理アプリ

ケーションです。SharePoint Online プランを作成し、Microsoft Cloudを使用

して、ドキュメント ライブラリやリスト ライブラリなどのSharePoint Online リスト

アイテムを保護します。SharePoint Online プランは、保護する SharePoint
Online ノード、バックアップ先、バックアップスケジュールなどを指定できるバッ

クアップタスクで構成されます。バックアップ先はバックアップデータを保存で

きる非デデュプリケーションデータストアまたはデデュプリケーションデータスト

アです。

詳細については、「SharePoint Online プランを作成する方法」を参照してく

ださい。
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Arcserve Office 365のクラウド バックアップに含まれるもの

Arcserve Office 365のクラウド バックアップに含まれる

もの

Arcserve Office 365のクラウド バックアップには以下が含まれます。

Arcserve UDPコンソールまたは RPSサーバ。

Arcserve UDPコンソールにアクセスするためのURL。

Cloud Backupインスタンスで使用可能な Arcserve UDPコンソールアカウント

のユーザ名とパスワード。

重要：デフォルトでは、Cloud Backup Office 365のデデュプリケーションデータ

ストアには、リモートで生成された暗号化パスワードが含まれています。

Arcserve はデフォルト パスワードをリストアできないため、初めて Cloud
Backupにログインするときに暗号化パスワードを変更する必要があります。

後でデータストアのインポートやデデュプリケーションデータストアでの一貫性

チェックの実行などのタスクを実行するのにパスワードが必要なため、新しく

作成したパスワードを安全に保つことをお勧めします。データストアがクラウ

ド インスタンスから削除されていない場合、データストア設定から新しく作

成したパスワードを後で変更できます。
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Arcserve Office 365のクラウド バックアップにアクセスするための前提条件

Arcserve Office 365のクラウド バックアップにアクセスす

るための前提条件

Cloud Backupインスタンスにアクセスする前に、以下の前提条件を確認してくださ

い。

Arcserve サポートからの電子メール。これには以下の詳細が含まれていま

す。

Arcserve UDPコンソールへのURL

ホスト名 ( ノード名 )

Cloud Backupのユーザ名とパスワード
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第2章 : バックアップに Arcserve Cloud インスタンスを使

用する

Arcserve Office 365のクラウド バックアップでは、以下の機能を実行できます。

Cloud BackupインスタンスにMicrosoft Office 365 Exchange Online、
SharePoint Online、またはOneDrive データを保護するプランを作成します。

Cloud BackupインスタンスからOffice 365サーバに、Office 365 Exchange
Online、SharePoint Online データをリストアします。

Microsoft Office 365 OneDrive データを Cloud Backupインスタンスからローカ

ルディスクにエクスポートします。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成 12

保護データのリストア 81

保護されたMicrosoft Office 365データを Arcserve Cloud Backup インスタンスから
復旧する 109

第2章:バックアップにArcserve Cloud インスタンスを使用する 11



Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

Microsoft Office 365データを Arcserve Cloud に保護

するプランの作成

Exchange Online

Microsoft Office 365 Exchange 保護は、Microsoft Exchange Online メールフォルダ

およびアイテムをバックアップおよびリストアするのに使用されます。Exchange オンラ

インコンテンツを保護するには、プランの作成が必要です。

Arcserve UDP 7.0 Update 2 Build 634バージョンを使用したプランの作成の詳細に

ついては、「Exchange Online プランを作成する方法」を参照してください。

Arcserve UDP 7.0 Update 2 Build 700バージョンを使用したプランの作成の詳細に

ついては、「Exchange Online プランを作成する方法」を参照してください。

SharePoint Online

Microsoft Office 365 SharePoint保護を使用して、Microsoft SharePoint Online サ

イトとリスト アイテムをバックアップおよびリストアします。SharePoint Online は、

Microsoft Office 365の主要製品の1つです。SharePointコンテンツを保護するに

は、プランの作成が必要です。

Arcserve UDP 7.0 Update 2 Build 634バージョンを使用したプランの作成の詳細に

ついては、「SharePoint Online バックアッププランを作成する方法」を参照してくだ

さい。

Arcserve UDP 7.0 Update 2 Build 700バージョンを使用したプランの作成の詳細に

ついては、「SharePoint Online バックアッププランを作成する方法」を参照してくだ

さい。

OneDrive

Microsoft Office 365 OneDrive 保護は、Microsoft OneDrive ファイルおよびフォルダ

アイテムをバックアップおよびリストアするのに使用されます。OneDrive は、Microsoft
Office 365の主要製品の1つです。OneDrive コンテンツを保護するには、プランの

作成が必要です。

Arcserve UDP 7.0 Update 2 Build 634バージョンを使用したプランの作成の詳細に

ついては、「Microsoft Office 365 OneDrive ノード バックアッププランを作成する方

法」を参照してください。

Arcserve UDP 7.0 Update 2 Build 700バージョンを使用したプランの作成の詳細に

ついては、「Microsoft Office 365 OneDrive ノード バックアッププランを作成する方

法」を参照してください。

注：ビルド番号を表示するには、Arcserve UDP コンソールにログインし、［ヘルプ］

> ［バージョン情報］をクリックします。
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Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

Exchange Online バックアッププランを作成する方法

Exchange Online は、Microsoftのクラウドでホストされる電子メールアプリケーション

です。MicrosoftクラウドからのExchange Online メールアイテム( メール、予定表項

目、連絡先など) を保護するには、プランを作成する必要があります。Exchange
Online のプランはバックアップタスクから構成されます。このバックアップタスクでは、

保護する Exchange Online ノード、バックアップ先およびバックアップスケジュールを

指定できます。

この後の手順

1. 前提条件と考慮事項の確認

2. Exchange Online バックアッププランの作成

3. ( オプション) 手動バックアップの実行

4. 多要素認証の設定

前提条件と考慮事項の確認

前提条件 :

バックアップアカウントの場合：

グローバル管理者権限を持つバックアップサービスアカウントを使用します。

Exchange Online 組織に接続する Exchange Online バックアップアカウントに

バックアップユーザ用偽装権限を追加し、バックアップおよびリストアを実行

します。

注：Discovery Management役割グループにバックアップアカウントを追加せ

ず、Application Impersonationアクセス許可を割り当てていない場合、バッ

クアップは失敗します。

バックアップユーザアカウントを 1つのExchange Online メールボックスと関連

付けます。

Office 365テナントで先進認証が設定されている場合、Arcserve UDPの

バージョンは 7.0.4455 Update 2 Build 675以降である必要があります。バー

ジョンを目的のビルドにアップグレードする必要がある場合は、Arcserve サ

ポートにお問い合わせください。

考慮事項 :

O365テナントで先進認証が設定されていて、それをサポートするために

Arcserve UDPが最近アップグレードされた場合、先進認証関連の設定を
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Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

使用して既存のExchange Online ジョブを再設定する必要があります。こ

れについては、「先進認証」で説明されています。

バックアップユーザの偽装権限の追加

バックアップアカウントを Discovery Management役割グループに追加し、

Application Impersonationアクセス許可を割り当てます。

以下の手順に従います。

1. 以下のいずれかの方法を使用して、必要な役割とグループを追加します。

Office 365ポータルの使用

a. 管理者またはグローバル管理者権限のあるアカウントで Office 365ポータル

にログオンします。

Exchange 管理センターページが開きます。

b. ［アクセス許可］に移動し、［追加］ドロップダウンから［Discovery
Management］をダブルクリックします。

［Discovery Management］ダイアログボックスが表示されます。

注：Discovery Management役割グループのメンバは、特定の基準を満た

すデータを Exchange 組織のメールボックスで検索できます。

c. ［役割］で［+］をクリックして、ApplicationImpersonation役割を追加します。

［Discovery Management］ダイアログボックスが表示されます。

d. ［表示名］ドロップダウンから［ApplicationImpersonation］を選択します。

注：ApplicationImpersonation役割では、アプリケーションが組織のユーザに

なりすまし、ユーザの代わりにタスクを実行することができます。

e. ［メンバー］で［+］をクリックして、バックアップアカウントをメンバとして追加しま

す。

ダイアログボックスが表示されます。

f. ［名前］ドロップダウンからバックアップアカウントを選択し、［OK］をクリックしま

す。

［Discovery Management］ダイアログボックスの［メンバー］に、選択したバッ

クアップアカウントが表示されます。

g. ［保存］をクリックします。
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Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

ApplicationImpersonation役割とメンバグループが Exchange Online のバックアップ

アカウントに追加されます。

先進認証

このセクションでは、Office 365バックアップの先進認証について説明します。

前提条件

先進認証をサポートするようにUDPをアップグレードした後は、必ず以下を実行

してください。

このパッチの実行に使用するアカウントに以下のロールを割り当てます。

グローバル管理者

コンプライアンス管理者

会社管理者

1. ロールを割り当てるには、Azure ポータルにログインします。

2. ［Azure Active Directory］-［ロールと管理者］-［ご利用のロール］に移

動します。

3. ［割り当ての追加］をクリックして、ロールおよびロールの割り当て( グ
ローバル管理者、コンプライアンス管理者 ( ロール) 、会社管理者

( ロールの割り当て) など) を追加します。

Exchange Online Discovery Managementにユーザを追加し、

ApplicationImpersonation ロールを割り当てます。

1. https://outlook.office365.com/ecpに移動し、［アクセス許可］-［管理

者ロール］-［Discovery Management］に移動します。

2. ApplicationImpersonation ロールを追加します。

3. Discovery Management ロールグループにユーザを追加します。

トラブルシューティング

Azure でアプリケーションを作成するときに、バックアップ設定に失敗しましたというエ

ラーメッセージが表示された場合は、以下の手順に従います。

コンプライアンス管理者ロールを確認して割り当てます。詳細については、

「前提条件」を参照してください。

会社管理者ロールを確認して割り当てます。詳細については、「前提条

件」を参照してください。

第2章:バックアップにArcserve Cloud インスタンスを使用する 15

https://outlook.office365.com/ecp


Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

セキュリティ証明書の使用方法

自己署名証明書は、以下のいずれかの方法で使用できます。

方法 1：新しい自己署名証明書を生成してダウンロードする

新しい自己署名証明書を使用して認証するには、以下の手順に従います。

1. 手順 1で、UDPが新しい自己署名証明書を生成できるようにするには、

［新しい自己署名証明書の生成とダウンロード］を選択します。ローカルコ

ンピュータに証明書を保存するには、［証明書のダウンロード］ボタンをクリッ

クします。

2. 手順 2で、Azure ポータルでアプリケーションをアップロードして設定するに

は、［ここをクリック］リンクの手順に従います。

方法 2：既存の証明書を使用する

既存の証明書を使用して認証するには、［ここをクリック］リンクの手順に従いま

す。

注：
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このオプションを選択すると、ユーザは独自の自己署名証明書 ( .cer ファイ
ル) および秘密鍵証明書ファイル( パスワード付きの .PFXファイル) を持つこと

になります。

すべてのOffice 365バックアップについて Azure で前提条件をセットアップす

るには、「前提条件と考慮事項の確認」を参照してください。前提条件を

すでに展開している場合は、この手順をスキップします。

［ここをクリック］リンクの手順を実行した後、UDP Console から以下の手順に従い

ます。

1. 秘密鍵証明書 ( .PFXファイル) を参照し、パスワードを入力します。

2. ［次へ］をクリックしてノード登録を続行します。

注：複数のプランの作成で同じ証明書を使用する場合は、Azure ポータル

で証明書を 1回アップロードするだけで十分です。
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Azure で証明書をアップロードし、グローバル権限を割

り当てる方法

以下の手順に従います。

1. Azure で証明書をアップロードするには、Azure ポータルにサインインします。

2. アプリの登録を検索します。

3. UDP365などの名前でアプリケーションを作成します。

4. 今後使用するために、アプリケーション( クライアント ) ID属性をコピーして保

存します。

5. ［証明書とシークレット］に移動します。

6. 新規または既存の証明書 ( .cer ファイル) を参照し、［証明書のアップロー

ド］をクリックします。

7. Azure ポータルからログアウトして閉じます。

8. 以下のPowerShell スクリプトをダウンロードします。

https://s3.amazonaws.com/cloud_
config/AssignGlobalAdminRoleToADApplication.ps1

9. スクリプトを実行して、Arcserve UDPにアプリケーション権限を付与します。

PowerShell スクリプトでは、以下の構文を使用します。

./AssignGlobalAdminRoleToADApplication.ps1 <AzureAD_applicationID>

注：PowerShell からスクリプトを実行するには、PowerShell バージョン 5.1以

降を使用します。

Exchange Online バックアッププランの作成

バックアッププランには、Exchange Online のメールデータ項目 ( メール、予定表の

項目、連絡先など) のバックアップを実行し、非デデュプリケーションデータストアま

たはデデュプリケーションデータストアのいずれかにデータを保存するバックアップタ

スクが含まれています。タスクはそれぞれ、ソース、デスティネーション、スケジュー

ル、および他のバックアップ詳細を定義するパラメータから構成されます。

以下の手順に従います。

1. コンソールの［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［プラン］に移動し、［すべてのプラン］をクリックします。

プランを以前に作成している場合、それらのプランが中央ペインに表示されます。

3. 中央のペインで［プランの追加］をクリックします。

18 Arcserve UDP Cloud Hybridユーザガイド

https://portal.azure.com/#home
https://s3.amazonaws.com/cloud_config/AssignGlobalAdminRoleToADApplication.ps1
https://s3.amazonaws.com/cloud_config/AssignGlobalAdminRoleToADApplication.ps1


Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

［プランの追加］ダイアログボックスが開きます。

4. プラン名を入力します。

5. ( オプション) ［このプランを一時停止］チェックボックスを選択します。

チェックボックスをオフにしてプランを再開するまで、プランは実行されません。

注：プランが一時停止された場合、進行中のジョブは一時停止されませんが、

そのプランと関連付けられたすべての対応するスケジュール済みジョブが一時停

止されます。ただし、ジョブを手動で実行することができます。たとえば、それぞれ

のプランが一時停止されている場合でも、バックアップジョブとレプリケーションジョ

ブを手動で実行できます。このような場合、オンデマンド ( 手動 ) ジョブに対する以

下のタスクは実行されません。たとえば、オンデマンドのバックアップジョブの後にレ

プリケーションタスクがある場合、そのレプリケーションジョブはオンデマンドのバック

アップジョブに対して実行されません。手動でレプリケーションジョブを実行する必

要があります。プランを再開しても、保留中のジョブがすぐに再開されることはあり

ません。プランの再開後、次にスケジュールされている時刻から保留中のジョブが

実行されます。

6. ［タスクの種類］ドロップダウンリストで、［バックアップ：Office 365 Exchange
Online］を選択します。

［ソース］、［デスティネーション］、［スケジュール］、および［拡張］の詳細を指定し

ます。
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ソースの指定

［ソース］ページでは、保護する Exchange Online ソースノードを指定できます。プ

ランには複数のExchange Online ノードを選択できます。まだノードをコンソールに

追加していない場合、［ソース］ページから Exchange Online ソースノードを追加で

きます。

注：どんなソースノードも追加せずにプランを保存できますが、プランはノードを追

加しない限り展開されません。

Exchange Online 保護に対するパブリックフォルダメールボックスのサポートを使用

して Exchange Online ノードを管理することもできます。

以下の手順に従います。

1. ［ソース］タブをクリックします。

2. ドロップダウンリストから、バックアッププロキシを選択します。

3. 次のオプションのいずれかを使用して Exchange Online ノードを追加します。

［追加］をクリックし、次に［Arcserve UDPで保護するソースの選択］を

クリックします。

［プランにノードを追加］ダイアログボックスが表示されます。
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a. ノードを選択して［接続］をクリックします。

注：［検索］で、保護する Exchange Online ノードを検索するこ

ともできます。

b. ［すべてのOffice 365 Exchange ソースを保護する］チェックボック

スをオンにし、すべてのページですべてのExchange Online アカウ

ントを保護します。

注：保護されているリストにすべてのExchange Online アカウント

を追加するには、右向き矢印 ( >) をクリックします。

選択した Exchange Online アカウントが追加されます。

Arcserve UDPで、［追加］をクリックし、次に［Exchange Online ソースの

追加］をクリックします。

注：その他のノードとは異なり、［すべてのノード］ページから Exchange
Online ノードを追加することはできません。プラン内にのみ、またはプラ

ンを編集する場合のみ Exchange Online ノードを追加することができ

ます。

複数のExchange Online ノードで Exchange Online の同一のユーザア

カウント ( サービスアカウント ) を使用できます。

［ノードの追加］をクリックした後、基本認証または先進認証を選択

して、プランごとに Exchange ノードを追加できます。

基本認証の場合、以下の情報を入力します。

ノード名

ユーザ名

パスワード

先進認証の場合、以下の情報を入力します。

ノード名

アプリケーション ID

ユーザ名

注：ノードの作成後に Exchange Online ノード名を変更することはで

きません。
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a. セキュリティ証明書を使用して UDPアプリケーションを認証する

には、「セキュリティ証明書の使用方法」を参照してください。
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b. Azure ポータルに証明書をアップロードした後、UDPコンソールに

はノード名、アプリケーション ID、ユーザ名が表示されます。

AzureAD 管理者に同意するには、チェックボックスを選択し、

［接続］をクリックしてノードを登録します。

注：［管理者ユーザ名］の前提条件を満たす Exchange Online
のバックアップアカウントのユーザ名を入力します。
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ユーザアカウントの更新または変更を行うと、保護されている

メールボックスの数が変更される場合があります。新規または

更新されるサービスアカウントが、保護されるメールボックスの偽

装権限を持っていることを確認してください。

c. 保護する Exchange Online アカウントを選択し、右向き矢印

( >) をクリックして保護されているリストに移動します。

注：［すべてのOffice365 Exchange ソースを保護する］チェック

ボックスをオンにし、すべてのページですべてのExchange Online
アカウントを保護します。保護されているリストに、ページに表示

されるすべてのexchange online アカウントを追加するには、右

向き矢印 ( >) をクリックします。

d. ［保存］をクリックします。

選択した Exchange Online アカウントが追加されます。

4. ［ソース］タブで、［バックアップから除外するフォルダ］に移動し、目的のチェッ

クボックスをオンにします。

5. ［詳細設定オプション］で、目的のチェックボックスをオンにします。

Exchange Online 保護でアーカイブメールボックスをサポートするには、

［インプレースアーカイブのバックアップ］チェックボックスをオンにします。
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注：アーカイブメールボックスの詳細については、リンクを参照してくだ

さい。

メールボックスの保護を有効にするには、［回復可能なアイテムのバッ

クアップ］のチェックボックスをオンにします。インプレースホールドまたは

訴訟ホールド機能が有効になります。

注：Exchange Online のアーカイブのインプレースホールドと訴訟ホール

ドについては、リンクを参照してください。

注：メールボックスで両方の機能を同時に有効にしてアーカイブメールボッ

クスの回復可能なアイテムをバックアップするには、［インプレースアーカイブ

のバックアップ］と［回復可能なアイテムのバックアップ］の両方のオプションを

選択します。

デスティネーションの指定

送信先はバックアップデータを保存する場所です。少なくともプランを保存するた

めのデスティネーションを指定する必要があります。

以下の手順に従います。

1. ［デスティネーション］タブをクリックします。

2. ［Arcserve UDP 復旧ポイント サーバ］オプションを選択します。［Arcserve UDP 復

旧ポイント サーバ］はバックアップ先が復旧ポイント サーバであることを指定しま

す。このオプションを選択すると、データは復旧ポイントとして保存されます。データ

を復旧セットとして保存できません。

3. 以下の詳細を指定します。

a. 復旧ポイント サーバを選択します。

b. 非デデュプリケーションまたはデデュプリケーションデータストアを選択します。

指定された復旧ポイント サーバで作成されるデータストアをすべて示すリス

トが表示されます。

c. セッションパスワードを入力します。バックアップ先が、暗号化されていない

RPSデータストアの場合、セッションパスワードはオプションです。

d. セッションパスワードを確認します。

デスティネーションが指定されます。

スケジュールの指定

［スケジュール］ページでは、特定の間隔で繰り返されるバックアップ、マージ、およ

びスロットル機能のスケジュールを定義できます。スケジュールを定義した後、ジョ
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ブはスケジュールごとに自動的に実行されます。複数のスケジュールを追加し、保

存設定を提供できます。

［バックアップスケジュール］は、選択した時間または分数に基づいて一日に複数

回繰り返される通常のスケジュールを指します。標準スケジュールに加えて、バッ

クアップスケジュールには、毎日、毎週、および毎月のスケジュールを追加するオ

プションが用意されています。

注：スケジューリングと保存設定の詳細については、「高度なスケジュールおよび

保存」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. バックアップスケジュール、マージ スケジュール、およびスロットルスケジュールを追

加します。

バックアップスケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［バックアップスケジュールの追加］を選択します。

［新規のバックアップスケジュール］ダイアログボックスが開きます。

b. 以下のオプションから 1つを選択します。

カスタム

1日に複数回繰り返すバックアップスケジュールを指定します。

毎日

1日に 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。［毎

日］バックアップの場合、デフォルトでは、すべての曜日が選択されま

す。特定の曜日にバックアップジョブを実行しない場合は、その曜日

のチェックボックスをオフにします。

毎週

週 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。

毎月
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月 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。

c. バックアップの種類を選択します。

フル

フルバックアップのバックアップスケジュールを指定します。Arcserve
UDPはスケジュールに従って、ソースマシンで使用されているすべての

ブロックのフルバックアップを実行します。フルバックアップにかかる時間

は、通常、バックアップのサイズに左右されます。

増分

増分バックアップのバックアップスケジュールを指定します。

スケジュールされたとおりに、前回の成功したバックアップ後に変更さ

れたブロックのみの増分バックアップが Arcserve UDPによって実行され

ます。増分バックアップのメリットは、バックアップを高速で実行できるこ

と、また作成されるバックアップイメージのサイズが小さいことです。これ

は、バックアップの実行に最も適した方法です。

d. バックアップの開始時刻を指定します。

e. ( オプション) ［繰り返し実行する］チェックボックスをオンにして繰り返しスケ

ジュールを指定します。

f. ［保存］をクリックします。

［バックアップスケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

マージ スケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［マージ スケジュールの追加］を選択します。

［新しいマージ スケジュールの追加］ダイアログボックスが開きます。

b. マージ ジョブを開始する開始時刻を指定します。

c. ［終了］を指定して、マージ ジョブの終了時刻を指定します。

d. ［保存］をクリックします。

［マージ スケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

スロットルスケジュールの追加
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a. ［追加］をクリックして［スロットルスケジュールの追加］を選択します。

［新しいスロットルスケジュールの追加］ダイアログボックスが開きます。

b. 分単位のMB でスループット制限を指定します。

c. バックアップスループット ジョブを開始する開始時刻を指定します。

d. ［終了］を指定して、スループット ジョブの終了時刻を指定します。

e. ［保存］をクリックします。

［スロットルスケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

2. スケジュール済みバックアップの開始時刻を指定します。

3. ［カスタム］、［毎日］、［毎週］、および［毎月］スケジュールに対して復旧ポイント

保存設定を指定します。

これらのオプションは、対応するバックアップスケジュールを追加している場合に有

効になります。このページで保存設定を変更すると、変更が［バックアップスケ

ジュール］ダイアログボックスに反映されます。

スケジュールが指定されます。

高度なスケジュールおよび保存

スケジュールオプションでは、カスタムスケジュール、または毎日 /毎週 /毎月のスケ

ジュール、あるいはこの両方を指定できます。カスタムスケジュールでは、曜日ごと

にバックアップスケジュールを設定でき、1日に最大 4つのバックアップスケジュール

を追加できます。特定の曜日を選択し、時間帯を作成して、バックアップをいつ、

どのような頻度で実行するかを定義します。

スケジュール
サポートされる

ジョブ
コメント

バックアップ バックアップジョブ バックアップジョブを実行する時間帯を定義します。

バックアップスロッ

トル
バックアップジョブ バックアップ速度を制御する時間帯を定義します。

マージ マージジョブ マージジョブをいつ実行するかを定義します。

毎日のスケジュー

ル
バックアップジョブ

毎日のバックアップジョブをいつ実行するかを定義しま

す。

毎週のスケジュー

ル
バックアップジョブ

毎週のバックアップジョブをいつ実行するかを定義しま

す。
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毎月のスケジュー

ル
バックアップジョブ

毎月のバックアップジョブをいつ実行するかを定義しま

す。

復旧ポイントの保存設定も指定できます。

注：各プラン内で保存設定を設定して、そのプランが割り当てられたノードのデー

タを、ターゲット データストアで保存する方法を制御します。

毎日 /毎週 /毎月のバックアップスケジュールはカスタムスケジュールとは別のもので

あり、それぞれも独立しています。カスタムスケジュールを設定せずに、毎日、毎

週、または毎月のバックアップのみを実行するように設定できます。

バックアップジョブスケジュール

バックアップスケジュールでは 1日当たり 4つの時間帯を追加できます。有効

な時間帯は午前 00:00から午後 11:59までです。午後 6:00～午前 6:00な

どの時間帯は指定できません。そのような場合は、手動で 2つの時間帯を

指定する必要があります。

各時間帯の開始時刻はその時間帯に含まれますが、終了時刻は含まれま

せん。たとえば、午前 6:00から午前 9:00の時間帯で増分バックアップを 1時

間ごとに実行するように設定したとします。この場合、バックアップは午前

6:00、午前 7:00、午前 8:00には実行されますが、午前 9:00には実行されま

せん。

注：バックアップジョブを 1日の最後まで繰り返し実行する場合は、午前 0
時までスケジュールを設定します。たとえば、バックアップジョブを 1日中 15分

おきに実行するには、スケジュールを午前 0時から午前 0時まで 15分おきに

設定します。

バックアップスロットルスケジュール

バックアップスロットルスケジュールでは、バックアップスループット速度を制御で

きます。これにより、バックアップ対象のサーバのリソース使用量 ( ディスク I/O、
CPU、ネットワーク帯域幅 ) を抑制することができます。これは、営業時間中に

サーバのパフォーマンスに影響を与えたくない場合に役立ちます。バックアップ

スロットルスケジュールでは 1日当たり 4つの時間帯を追加できます。各時

間帯に、MB/分という単位で値を指定できます。この値に基づいてバックアッ

プスループットが制御されます。有効な値は 1 MB/分から 99999 MB/分で

す。

バックアップジョブが指定された時刻を越えて実行される場合、スロットル制

限は指定されているそれぞれの時間帯に従って調節されます。たとえば、バッ

クアップのスロットル制限を、午前 8:00から午後 8:00までは 500 MB/分、午

後 8:00から午後 10:00までは 2500 MB/分と定義したとします。バックアップ

ジョブが午後 7:00に開始し、それが 3時間続く場合、午後 7:00から午後

8:00までのスロットル制限は 500 MB/分になり、午後 8:00から午後 10:00ま

では 2500 MB/分になります。
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ユーザがバックアップスケジュールおよびバックアップスループット スケジュールを

定義しない場合、バックアップは可能な限り速い速度で実行されます。

マージ スケジュール

指定したスケジュールに基づいて復旧ポイントをマージします。

マージ ジョブでは、以下の点を考慮してください。

常に、1つのノードに対して 1つのマージ ジョブのみ実行できます。

マージ ジョブが開始された場合、それが完了しない限り、次のマージ ジョブは

開始できません。つまり、復旧ポイントの1つ以上のセットをマージしている場

合、復旧ポイントの現在のセットのマージ プロセスが完了するまで、マージ プロ

セスに新しい復旧ポイントを追加することはできません。

1つのマージ ジョブが復旧ポイントの複数のセット ( たとえば、1～ 4、5～ 11、
12～ 14の3つのセット ) を処理する場合、復旧ポイント サーバはこれらのセッ

トを 1つずつ処理します。

マージ ジョブが一時停止の後に再開される場合、ジョブは、どの時点で一時

停止されたかを検出し、その中断された時点からマージを再開します。

拡張設定の指定

［拡張］タブでは、バックアップジョブの一部の拡張設定を指定できます。拡張設

定には、スクリプトのロケーションの提供、電子メールの設定などが含まれます。

以下の図は［拡張］タブを示しています。

以下の手順に従います。
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1. 以下の詳細を指定します。

バックアップ開始前にコマンドを実行する

バックアップジョブを開始する前にスクリプトを実行できます。プロキシノード内

のスクリプトの保存場所のパスを指定します。［終了コード］をクリックし、［ジョ

ブを続行］または［ジョブを中止］の終了コードを指定します。［ジョブを続行］

で指定すると、スクリプトが終了コードを返すときバックアップジョブが続行され

ます。［ジョブを中止］で指定すると、スクリプトが終了コードを返すときバック

アップジョブが停止します。

バックアップ完了後にコマンドを実行する

バックアップジョブが完了した後にスクリプトを実行できます。スクリプトの保存

場所の完全パスを指定します。

Run a command even when the job fails ( ジョブが失敗した場合でもコマンドを

実行する)

このチェックボックスを選択した場合は、バックアップジョブが失敗した場合で

も、［バックアップ完了後にコマンドを実行する］で指定したスクリプトが実行さ

れます。そうしない場合、バックアップジョブが正常に完了した場合にのみ、そ

のスクリプトが実行されます。

コマンドのユーザ名

コマンドを実行するユーザ名を指定できます。

コマンド用パスワード

コマンドを実行するパスワードを指定できます。

電子メールアラートの有効化

電子メールアラートを有効にすることができます。電子メール設定を指定し、

電子メールで受信するアラートの種類を設定することができます。このオプショ

ンを選択すると、以下のオプションを選択できるようになります。

電子メール設定

電子メール設定を指定できます。［電子メールの設定］をクリックし、電子

メールサーバおよびプロキシサーバの詳細を設定します。電子メールの設

定方法の詳細については、「電子メールとアラートの環境設定」を参照し

てください。

ジョブアラート

受信するジョブアラート電子メールの種類を選択します。

2. ［保存］をクリックします。

注：バックアップソースまたはバックアッププロキシとしてノードを選択すると、

Arcserve UDPは、プロキシノードにエージェントがインストールされているかどうか、
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またそのエージェントが最新バージョンかどうかを確認します。その後、Arcserve
UDPは、古いバージョンのエージェントがインストールされているすべてのノードまた

はエージェントがインストールされていないすべてのノードのリストを示す確認ダイア

ログボックスを表示します。エージェントをこれらのノードにインストールしたり、エー

ジェントをアップグレードしたりするには、インストール方式を選択して［保存］をク

リックします。

変更が保存され、タスク名の隣に緑のチェックマークが表示されます。プランペー

ジが閉じられます。

注：別のタスクを追加する必要がある場合、［リソース］タブからプランを選択し、

このプランを変更する必要があります。プランを変更するには、中央ペインでプラン

をクリックします。プランが開き、それを変更できます。フォローアップタスクとして、

［復旧ポイントのコピー］、［テープへのコピー］、［レプリケート］、および［リモート RPS
からレプリケート］タスクを追加できます。

プランは、自動的にプロキシサーバノードに展開されます。

プロキシサーバのExchange Online バックアッププランが作成されます。バックアップ

は、［スケジュール］タブで設定したスケジュールに従って実行されます。また、手

動バックアップはいつでも実行できます。

(オプション)手動バックアップの実行

通常、バックアップは自動的に実行され、スケジュール設定によって制御されま

す。スケジュールされたバックアップの他、手動バックアップには、必要に応じてノー

ドをバックアップするオプションがあります。たとえば、フル、増分、検証バックアップを

繰り返し実行するスケジュールが設定されている状況でマシンに大幅な変更を

加える場合、次にスケジュールされたバックアップを待つのではなく、すぐに手動

バックアップを実行する必要があります。

Exchange Online ノードの手動バックアップを実行する以下の手順に従います。

1. コンソールから［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［ノード］に移動し、［すべてのノード］をクリックします。

Exchange Online ノードが中央のペインに表示されます。

3. バックアップの対象で、プランが割り当てられている Exchange Online ノード ( たとえ

ば、Mailbox@<organizationname.com>) を選択します。ノード名は、Exchange
Online ノードの追加および接続時に使用されるアカウントです。

4. 中央のペインで、［アクション］、［今すぐバックアップ］の順にクリックします。

［今すぐバックアップを実行］ダイアログボックスが開きます。

5. バックアップの種類を選択し、必要に応じて、バックアップジョブの名前を指定しま

す。
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6. ［OK］をクリックします。

バックアップジョブが実行されます。

Exchange Online プランの手動バックアップを実行する以下の手順に従います。

1. コンソールから［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［プラン］に移動し、［すべてのプラン］をクリックします。

Exchange Online バックアッププランが中央のペインに表示されます。

3. バックアップの対象で、プランが割り当てられているプランを選択します。

4. 中央のペインで、［アクション］、［今すぐバックアップ］の順にクリックします。

［今すぐバックアップを実行］ダイアログボックスが開きます。

5. バックアップの種類を選択し、必要に応じて、バックアップジョブの名前を指定しま

す。

6. ［OK］をクリックします。

バックアップジョブが実行されます。

手動バックアップが正常に実行されます。

多要素認証の設定

組織がユーザに対して基本認証と共にMFA ( 多要素認証 ) を有効化している

場合、Office 365バックアッププランでは、バックアップサービスアカウント用のアプリ

パスワードを使用する要設定する必要があります。

多要素認証をサポートするように Arcserve UDPを設定するには、以下の手順を

実行します。

1. アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントの有効化

2. バックアップサービスアカウント用のアプリパスワードの作成

注 :現在 MFA認証 ( アプリパスワード ) は、O365 Exchange Onlinおよび

SharePoint Online バックアップでのみサポートされています。

アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウ

ントの有効化

設定するには、まずアプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントを

有効化します。

以下の手順に従います。
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1. 管理者アカウントの認証情報を使用してMicrosoft Office 365にサインインし、

管理者アイコンをクリックします。

2. ［Microsoft 365管理センター］画面から［ユーザー］>［アクティブなユーザー］に移

動します。

3. ［アクティブなユーザー］画面から、［多要素認証］オプションをクリックします。

重要：［(...)］オプションが表示されない場合は、サブスクリプションのグローバル管

理者でありません。
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［Azure Multi-Factor Authenticationの設定］が表示されます。

手順 4 と 5は一度だけ設定する必要があります。手順 6にスキップしてください。

4. ［多要素認証］画面で、［サービス設定］をクリックします。

5. アプリパスワードから、［ブラウザではないアプリへのサインイン用にアプリパスワード

の作成を許可する］チェックボックスをオンにします。
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新しいパスワードの作成後、クライアント Office アプリを使用できます。

6. ［保存］をクリックしてウィンドウを閉じます。

［ユーザー］画面に戻ります。

7. ［ユーザー］画面から、以下の手順を行います。
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a. MFAを有効化するユーザのチェックボックスをオンにします。

右側のペインにユーザの名前が表示され、クイック手順に［有効にする］と

［ユーザー設定の管理］が表示されます。

b. ［有効にする］をクリックします。
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ダイアログボックスが表示されます。

c. ダイアログボックスから、［Multi-Factor Auth を有効にする］をクリックします。
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アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントが有効化されました。

バックアップサービスアカウント用のアプリパスワードの

作成

アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントを有効化した後、バック

アッププランではバックアップサービスアカウント用のアプリパスワードを使用する必

要があります。バックアップサービスアカウントのアプリパスワードを作成する必要

があります。

以下の手順に従います。

1. 職場または学校アカウントとパスワードで Office 365
(https://myprofile.microsoft.com/) にサインインします。

2. ［追加のセキュリティ確認］をクリックします。

［追加のセキュリティ確認］画面が表示されます。
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3. ［追加のセキュリティ確認］画面で以下の手順を実行します。

a. 認証方法を選択し、ページの指示に従います。

たとえば、電話認証を選択した場合、国を選択して電話番号を入力する

必要があります。確認コードを取得する方法を選択することもできます。
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b. ［アプリパスワード］をクリックします。

［アプリパスワード］画面が表示されます。

c. ［作成］をクリックします。

［アプリパスワードの作成］画面が表示されます。
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d. ［アプリパスワードの作成］画面で、名前を入力し、［次へ］をクリックしま

す。

Outlook、Apple メール、およびその他の電子メールオプションで使用できるア

プリパスワードが表示されます。

e. ［パスワードをクリップボードにコピーする］オプションを選択すると、パスワード

がクリップボードにコピーされます。
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バックアップサービスアカウント用のアプリパスワードが作成されました。

SharePoint Online バックアッププランを作成する方法

SharePoint保護を使用して、Microsoft SharePoint Online サイトとリスト アイテムを

バックアップおよびリストアします。SharePoint Online は、Microsoft Office 365の主

要製品の1つです。SharePointコンテンツを保護するには、プランの作成が必要

です。

この後の手順

1. 前提条件と考慮事項の確認

2. SharePoint Online バックアッププランの作成

3. バックアッププランの検証

4. 多要素認証の設定

前提条件の確認

バックアップとリストアを実行する前に、以下の前提条件を確認します。

バックアップする SharePointサイト コレクションのURL があること。

バックアップアカウントがサイト コレクション管理者グループのメンバであるか、

SharePoint管理者ロールが割り当てられていること。

サイト コレクション管理者グループにアカウントを追加するには、リンクを参照

してください。
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O365テナントで先進認証が設定されていて、それをサポートするために

Arcserve UDPが最近アップグレードされた場合、先進認証関連の設定を

使用して既存のExchange Online ジョブを再設定する必要があります。こ

れについては、「先進認証」で説明されています。

Office 365テナントで先進認証が設定されている場合、Arcserve UDPの

バージョンは 7.0.4455 Update 2 Build 675以降である必要があります。バー

ジョンを目的のビルドにアップグレードする必要がある場合は、Arcserve サ

ポートにお問い合わせください。

SharePoint Online バックアッププランの作成

バックアッププランには、SharePoint Online ノードのバックアップを実行し、デデュプリ

ケーションデータストアまたは非デデュプリケーションデータストアにデータを保存す

る［バックアップ: Office 365のSharePoint Online］タスクが含まれます。タスクはそ

れぞれ、ソース、デスティネーション、スケジュール、および他のバックアップ詳細を定

義するパラメータから構成されます。

ビデオを閲覧し、SharePoint Online バックアッププランを作成する方法を確認して

ください。

以下の手順に従います。

1. コンソールの［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［プラン］に移動し、［すべてのプラン］をクリックします。

プランを以前に作成している場合、それらのプランが中央ペインに表示されます。

3. 中央のペインで［プランの追加］をクリックします。

［プランの追加］ダイアログボックスが開きます。

4. プラン名を入力します。

5. ( オプション) ［このプランを一時停止］チェックボックスを選択します。

チェックボックスをオフにしてプランを再開するまで、プランは実行されません。

注：プランが一時停止された場合、進行中のジョブは一時停止されませんが、

そのプランと関連付けられたすべての対応するスケジュール済みジョブが一時停

止されます。ただし、ジョブを手動で実行することができます。たとえば、それぞれ

のプランが一時停止されている場合でも、バックアップジョブとレプリケーションジョ

ブを手動で実行できます。このような場合、オンデマンド ( 手動 ) ジョブに対する以

下のタスクは実行されません。たとえば、オンデマンドのバックアップジョブの後にレ

プリケーションタスクがある場合、そのレプリケーションジョブはオンデマンドのバック

アップジョブに対して実行されません。手動でレプリケーションジョブを実行する必

要があります。プランを再開しても、保留中のジョブがすぐに再開されることはあり
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ません。プランの再開後、次にスケジュールされている時刻から保留中のジョブが

実行されます。

6. ［タスクの種類］ドロップダウンリストで、［バックアップ：Office 365のSharePoint
Online］を選択します。

［ソース］、［デスティネーション］、［スケジュール］、および［拡張］の詳細を指定し

ます。

ソースの指定

［ソース］ページでは、保護する SharePoint Online ソースノードを指定できます。プ

ランには複数のSharePoint Online ソースノードを選択できます。

以下の手順に従います。

1. ［ソース］タブをクリックします。

2. ドロップダウンリストから［バックアッププロキシ］を選択します。
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3. 以下のいずれかの方法を使用して SharePoint Online ノードを追加します。

方法 1：ソースノードを追加せずに、プランを保存できます。しかし、プラン

は、ノードを追加しない限り展開されません。

a. ［追加］をクリックし、次に［Arcserve UDP で保護するソースの選択］を

クリックします。

［プランにノードを追加］ダイアログボックスが表示されます。

注：SharePoint ノードをすでに追加している場合にのみ、このオプショ

ンを使用します。

b. ノードを選択して［接続］をクリックします。

方法 2：保護する SharePoint Online ノードを検索するには、［検索］を使

用します。［追加］をクリックし、次に［SharePoint Online ソースを追加］をク

リックします。

注：その他のノードとは異なり、［すべてのノード］ページから SharePoint
Online ノードを追加することはできません。プランの作成または変更中にプラ

ン内でのみ SharePoint Online ノードを追加できます。

4. ［ノードの追加］をクリックした後、基本認証または先進認証を選択して、プラン

ごとに Exchange ノードを追加できます。

基本認証の場合、以下の情報を入力します。

ノード名

サイト コレクション URL

ユーザ名

パスワード

先進認証の場合、以下の情報を入力します。

ノード名

サイト コレクション URL

アプリケーション ID

ユーザ名

注：ノードの作成後に Exchange Online ノード名を変更することはできません。
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セキュリティ証明書を使用して UDPアプリケーションを認証するには、「セ

キュリティ証明書の使用方法」を参照してください。
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5. Azure ポータルに証明書をアップロードした後、UDPコンソールにはノード名、アプリ

ケーション ID、ユーザ名が表示されます。AzureAD 管理者の同意を受け入れるに

は、チェックボックスを選択し、［接続］をクリックしてノードを登録します。
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注：

単一のアカウントを使用して、複数のSharePoint Online ノードを保護できま

す。

多要素認証が有効で、テナントが基本認証を使用するように設定されて

いる場合は、アプリパスワードを入力します。

6. SharePoint リスト/ライブラリ、ドキュメント、またはを保護する別のリスト アイテムを

選択します。

注：Arcserve UDP 7.0は SharePoint Online リスト、ライブラリ、およびドキュメントの

みを保護します。

7. ［保存］をクリックします。

保護する SharePoint Online ソースが、プランに追加されます。

デスティネーションの指定

送信先はバックアップデータを保存する場所です。少なくともプランを保存するた

めのデスティネーションを指定する必要があります。

以下の手順に従います。

1. ［デスティネーション］タブをクリックします。
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［Arcserve UDP 復旧ポイント サーバ］オプションを選択します。［Arcserve UDP 復

旧ポイント サーバ］はバックアップ先が復旧ポイント サーバであることを指定しま

す。

データを復旧セットとして保存できません。

2. 以下の操作を実行します。

a. 復旧ポイント サーバを選択します。

b. 非デデュプリケーションまたはデデュプリケーションデータストアを選択します。

指定された復旧ポイント サーバで作成されるデータストアをすべて示すリス

トが表示されます。

c. セッションパスワードを入力します。

バックアップ先が、暗号化されていない RPSデータストアの場合、セッション

パスワードはオプションです。

d. セッションパスワードを確認します。

デスティネーションが指定されます。

スケジュールの指定

［スケジュール］ページでは、特定の間隔で繰り返されるバックアップ、マージ、およ

びスロットル機能のスケジュールを定義できます。スケジュールを定義した後、ジョ

ブはスケジュールごとに自動的に実行されます。複数のスケジュールを追加し、保

存設定を提供できます。

［バックアップスケジュール］は、選択した時間または分数に基づいて一日に複数

回繰り返される通常のスケジュールを指します。標準スケジュールに加えて、バッ

クアップスケジュールには、毎日、毎週、および毎月のスケジュールを追加するオ

プションが用意されています。

注：スケジューリングと保存設定の詳細については、「高度なスケジュールおよび

保存」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. バックアップスケジュール、マージ スケジュール、およびスロットルスケジュールを追

加します。

バックアップスケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［バックアップスケジュールの追加］を選択します。

［新規のバックアップスケジュール］ダイアログボックスが開きます。
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b. 以下のオプションから 1つを選択します。

カスタム

1日に複数回繰り返すバックアップスケジュールを指定します。

毎日

1日に 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。［毎

日］バックアップの場合、デフォルトでは、すべての曜日が選択されま

す。特定の曜日にバックアップジョブを実行しない場合は、その曜日

のチェックボックスをオフにします。

毎週

週 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。

毎月

月 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。

c. バックアップの種類を選択します。

フル

フルバックアップのバックアップスケジュールを指定します。Arcserve
UDPはスケジュールに従って、ソースマシンで使用されているすべての

ブロックのフルバックアップを実行します。フルバックアップにかかる時間

は、通常、バックアップのサイズに左右されます。

増分

増分バックアップのバックアップスケジュールを指定します。

スケジュールされたとおりに、前回の成功したバックアップ後に変更さ

れたブロックのみの増分バックアップが Arcserve UDPによって実行され

ます。増分バックアップのメリットは、バックアップを高速で実行できるこ

と、また作成されるバックアップイメージのサイズが小さいことです。これ

は、バックアップの実行に最も適した方法です。
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d. バックアップの開始時刻を指定します。

e. ( オプション) ［繰り返し実行する］チェックボックスをオンにして繰り返しスケ

ジュールを指定します。

f. ［保存］をクリックします。

［バックアップスケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

マージ スケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［マージ スケジュールの追加］を選択します。

［新しいマージ スケジュールの追加］ダイアログボックスが開きます。

b. マージ ジョブの開始時刻を指定します。

c. ［終了］を指定して、マージ ジョブの終了時刻を指定します。

d. ［保存］をクリックします。

［マージ スケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

スロットルスケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［スロットルスケジュールの追加］を選択します。

［新しいスロットルスケジュールの追加］ダイアログボックスが開きます。

b. 分単位のMB でスループット制限を指定します。

c. バックアップスループット ジョブの開始時刻を指定します。

d. ［終了］を指定して、スループット ジョブの終了時刻を指定します。

e. ［保存］をクリックします。

［スロットルスケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

2. スケジュール済みバックアップの開始時刻を指定します。
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3. ［カスタム］、［毎日］、［毎週］、および［毎月］スケジュールに対して復旧ポイント

保存設定を指定します。

これらのオプションは、対応するバックアップスケジュールを追加している場合に有

効になります。このページで保存設定を変更すると、変更が［バックアップスケ

ジュール］ダイアログボックスに反映されます。

スケジュールが指定されます。

拡張設定の指定

［拡張］タブでは、バックアップジョブの一部の拡張設定を指定できます。拡張設

定には、スクリプトのロケーションの提供、電子メールの設定などが含まれます。

以下の図は［拡張］タブを示しています。

以下の手順に従います。

1. 以下の詳細を指定します。

バックアップ開始前にコマンドを実行する

バックアップジョブを開始する前にスクリプトを実行できます。プロキシノード内

のスクリプトの保存場所のパスを指定します。［終了コード］をクリックし、［ジョ

ブを続行］または［ジョブを中止］の終了コードを指定します。［ジョブを続行］

で指定すると、スクリプトが終了コードを返すときバックアップジョブが続行され

ます。［ジョブを中止］で指定すると、スクリプトが終了コードを返すときバック

アップジョブが停止します。

バックアップ完了後にコマンドを実行する
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バックアップジョブが完了した後にスクリプトを実行できます。スクリプトの保存

場所の完全パスを指定します。

Run a command even when the job fails ( ジョブが失敗した場合でもコマンドを

実行する)

このチェックボックスを選択した場合は、バックアップジョブが失敗した場合で

も、［バックアップ完了後にコマンドを実行する］で指定したスクリプトが実行さ

れます。そうしない場合、バックアップジョブが正常に完了した場合にのみ、そ

のスクリプトが実行されます。

コマンドのユーザ名

コマンドを実行するユーザ名を指定できます。

コマンド用パスワード

コマンドを実行するパスワードを指定できます。

電子メールアラートの有効化

電子メールアラートを有効にすることができます。電子メール設定を指定し、

電子メールで受信するアラートの種類を設定することができます。このオプショ

ンを選択すると、以下のオプションを選択できるようになります。

電子メール設定

電子メール設定を指定できます。［電子メールの設定］をクリックし、電子

メールサーバおよびプロキシサーバの詳細を設定します。電子メールの設

定方法の詳細については、「電子メールとアラートの環境設定」を参照し

てください。

ジョブアラート

受信するジョブアラート電子メールの種類を選択します。

2. ［保存］をクリックします。

注：バックアップソースまたはバックアッププロキシとしてノードを選択すると、

Arcserve UDPは、プロキシノードにエージェントがインストールされているかどうか、

またそのエージェントが最新バージョンかどうかを確認します。その後、Arcserve
UDPは、古いバージョンのエージェントがインストールされているすべてのノードまた

はエージェントがインストールされていないすべてのノードのリストを示す確認ダイア

ログボックスを表示します。エージェントをこれらのノードにインストールしたり、エー

ジェントをアップグレードしたりするには、インストール方式を選択して［保存］をク

リックします。

変更が保存され、タスク名の隣に緑のチェックマークが表示されます。プランペー

ジが閉じられます。
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注：別のタスクを追加する必要がある場合、［リソース］タブからプランを選択し、

このプランを変更する必要があります。プランを変更するには、中央ペインでプラン

をクリックします。プランが開き、それを変更できます。フォローアップタスクとして、

［復旧ポイントのコピー］、［テープへのコピー］、［レプリケート］、および［リモート RPS
からレプリケート］タスクを追加できます。

プランは、自動的にプロキシサーバノードに展開されます。

プロキシサーバのSharePoint Online バックアッププランが作成されます。バックアッ

プは、［スケジュール］タブで設定したスケジュールに従って実行されます。また、手

動バックアップはいつでも実行できます。

バックアップの検証

バックアップを検証するには、バックアッププランが正常に作成されたことを確認し

ます。プランが正常に作成されたことを検証した後で、スケジュールどおりバックアッ

プジョブが実行されているかどうかを確認します。［Jobs］タブからバックアップジョブ

のステータスを検証できます。

プランを検証するには、以下の手順に従います。

1. ［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［ノード］に移動し、［すべてのノード］をクリックします。

すべてのノードのリストが中央のペインに表示されます。

3. プランがノードと共にマップされていることを検証します。

バックアップジョブを検証するには、以下の手順に従います。

1. ［ジョブ］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［すべてのジョブ］をクリックします。

各ジョブのステータスは中央のペインにリスト表示されます。

3. バックアップジョブが正常に終了することを確認します。

バックアップジョブが検証されます。

多要素認証の設定

組織がユーザに対してMFA ( 多要素認証 ) を有効化している場合、office 365
バックアッププランでは、バックアップサービスアカウント用のアプリパスワードを使用

する要設定する必要があります。

多要素認証をサポートするように Arcserve UDPを設定するには、以下の手順を

実行します。
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1. アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントの有効化

2. バックアップサービスアカウント用のアプリパスワードの作成

注 :現在 MFA認証 ( アプリパスワード ) は、O365 Exchange Onlinおよび

SharePoint Online バックアップでのみサポートされています。

アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウ

ントの有効化

設定するには、まずアプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントを

有効化します。

以下の手順に従います。

1. 管理者アカウントの認証情報を使用してMicrosoft Office 365にサインインし、

管理者アイコンをクリックします。

2. ［Microsoft 365管理センター］画面から［ユーザー］>［アクティブなユーザー］に移

動します。
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3. ［アクティブなユーザー］画面から、［多要素認証］オプションをクリックします。

重要：［(...)］オプションが表示されない場合は、サブスクリプションのグローバル管

理者でありません。

［Azure Multi-Factor Authenticationの設定］が表示されます。

手順 4 と 5は一度だけ設定する必要があります。手順 6にスキップしてください。
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4. ［多要素認証］画面で、［サービス設定］をクリックします。

5. アプリパスワードから、［ブラウザではないアプリへのサインイン用にアプリパスワード

の作成を許可する］チェックボックスをオンにします。
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新しいパスワードの作成後、クライアント Office アプリを使用できます。

6. ［保存］をクリックしてウィンドウを閉じます。

［ユーザー］画面に戻ります。

7. ［ユーザー］画面から、以下の手順を行います。
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a. MFAを有効化するユーザのチェックボックスをオンにします。

右側のペインにユーザの名前が表示され、クイック手順に［有効にする］と

［ユーザー設定の管理］が表示されます。

b. ［有効にする］をクリックします。
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ダイアログボックスが表示されます。

c. ダイアログボックスから、［Multi-Factor Auth を有効にする］をクリックします。
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アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントが有効化されました。

バックアップサービスアカウント用のアプリパスワードの

作成

アプリパスワードを設定するバックアップサービスアカウントを有効化した後、バック

アッププランではバックアップサービスアカウント用のアプリパスワードを使用する必

要があります。バックアップサービスアカウントのアプリパスワードを作成する必要

があります。

以下の手順に従います。

1. 職場または学校アカウントとパスワードで Office 365
(https://myprofile.microsoft.com/) にサインインします。

2. ［追加のセキュリティ確認］をクリックします。

［追加のセキュリティ確認］画面が表示されます。
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3. ［追加のセキュリティ確認］画面で以下の手順を実行します。

a. 認証方法を選択し、ページの指示に従います。

たとえば、電話認証を選択した場合、国を選択して電話番号を入力する

必要があります。確認コードを取得する方法を選択することもできます。
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b. ［アプリパスワード］をクリックします。

［アプリパスワード］画面が表示されます。

c. ［作成］をクリックします。

［アプリパスワードの作成］画面が表示されます。
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d. ［アプリパスワードの作成］画面で、名前を入力し、［次へ］をクリックしま

す。

Outlook、Apple メール、およびその他の電子メールオプションで使用できるア

プリパスワードが表示されます。

e. ［パスワードをクリップボードにコピーする］オプションを選択すると、パスワード

がクリップボードにコピーされます。
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バックアップサービスアカウント用のアプリパスワードが作成されました。

Microsoft Office 365 OneDrive バックアッププランを作

成する方法

Microsoft Office 365 クラウド サービスの一部である OneDrive を使用すると、クラウ

ド ストレージおよびファイルの共有が容易になります。Microsoftクラウドから

Onedrive アイテム( ファイル、フォルダなど) を保護するには、プランを作成する必要

があります。OneDrive 用のプランは、バックアップタスクで構成されます。このバック

アップタスクでは、保護する OneDrive ノード、バックアップ先およびバックアップスケ

ジュールを指定できます。

この後の手順

1. 前提条件と考慮事項の確認

2. OneDrive バックアッププランの作成

3. ( オプション) 手動バックアップの実行

4. バックアップの検証

前提条件と考慮事項の確認

前提条件 :

コンソールサーバはMicrosoft Azure に接続している必要があります。

O365テナントで先進認証が設定されていて、それをサポートするために

Arcserve UDPが最近アップグレードされた場合、先進認証関連の設定を

66 Arcserve UDP Cloud Hybridユーザガイド



Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

使用して既存のExchange Online ジョブを再設定する必要があります。こ

れについては、「先進認証」で説明されています。

OneDrive バックアッププランの作成

バックアッププランには、OneDrive データ項目 ( ファイルやフォルダなど) のバックアッ

プを実行し、非デデュプリケーションデータストアまたはデデュプリケーションデータス

トアのいずれかにデータを保存するバックアップタスクが含まれています。タスクはそ

れぞれ、ソース、デスティネーション、スケジュール、および他のバックアップ詳細を定

義するパラメータから構成されます。

以下の手順に従います。

1. コンソールの［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［プラン］に移動し、［すべてのプラン］をクリックします。

プランを以前に作成している場合、それらのプランが中央ペインに表示されます。

3. 中央のペインで［プランの追加］をクリックします。

［プランの追加］ダイアログボックスが開きます。

4. プラン名を入力します。

5. ( オプション) ［このプランを一時停止］チェックボックスを選択します。

チェックボックスをオフにしてプランを再開するまで、プランは実行されません。

注：プランが一時停止された場合、進行中のジョブは一時停止されませんが、

そのプランと関連付けられたすべての対応するスケジュール済みジョブが一時停

止されます。ただし、ジョブを手動で実行することができます。たとえば、それぞれ

のプランが一時停止されている場合でも、バックアップジョブとレプリケーションジョ

ブを手動で実行できます。このような場合、オンデマンド ( 手動 ) ジョブに対する以

下のタスクは実行されません。たとえば、オンデマンドのバックアップジョブの後にレ

プリケーションタスクがある場合、そのレプリケーションジョブはオンデマンドのバック

アップジョブに対して実行されません。手動でレプリケーションジョブを実行する必

要があります。プランを再開しても、保留中のジョブがすぐに再開されることはあり

ません。プランの再開後、次にスケジュールされている時刻から保留中のジョブが

実行されます。

6. ［タスクの種類］ドロップダウンリストで、［バックアップ：Office 365のOneDrive］を
選択します。
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［ソース］、［デスティネーション］、［スケジュール］、および［拡張］の詳細を指定し

ます。

ソースの指定

［ソース］ページでは、保護する OneDrive ソースノードを指定できます。プランには

複数のOneDrive ソースノードを選択できます。まだノードをコンソールに追加して

いない場合、［ソース］ページからOneDrive ソースノードを追加できます。

注：どんなソースノードも追加せずにプランを保存できますが、プランはノードを追

加しないかぎり配備されません。

以下の手順に従います。
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1. ［ソース］タブをクリックします。

2. ドロップダウンリストから［バックアッププロキシ］を選択します。

3. 以下のいずれかの方法を使用して OneDrive ノードを追加します。

方法 1

a. ［追加］をクリックし、次に［Arcserve UDP で保護するソースの選択］をクリッ

クします。

［プランにノードを追加］ダイアログボックスが表示されます。

b. ノードを選択して［接続］をクリックします。

注：［検索］で、保護する OneDrive ノードを検索することもできます。

c. ［すべてのOneDrive アカウントを保護する］チェックボックスをオンにし、すべ

てのページですべてのOneDrive アカウントを保護します。いくつかのアカウン

トを選択するには、チェックボックスの右にある矢印をクリックし、アカウントを
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指定します。

選択した OneDrive アカウントが追加されます。

方法 2

a. Arcserve UDPで、［追加］をクリックし、次に［OneDrive ソースの追加］をク

リックします。

注：その他のノードとは異なり、［すべてのノード］ページからOneDrive ノード

を追加することはできません。プラン内にのみ、またはプランを編集する場合

のみ OneDrive ノードを追加することができます。

b. OneDrive ノードをプランごとに追加するには、ノード名、ユーザ名、パスワー

ドを指定します。OneDrive ノードの作成後にノード名を変更することはでき

ません。複数のOneDrive ノードで OneDrive の同一のユーザアカウントを使

用できます。

注：Azure Active Directory管理者のユーザアカウントを選択することをお勧

めします。

4. ［ノードの追加］をクリックした後、基本認証または先進認証を選択して、プラン

ごとに Exchange ノードを追加できます。

基本認証の場合、以下の情報を入力します。

ノード名

サイト コレクション URL

ユーザ名

パスワード

先進認証の場合、以下の情報を入力します。

ノード名

サイト コレクション URL

アプリケーション ID

ユーザ名

注：ノードの作成後に Exchange Online ノード名を変更することはできません。
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a. セキュリティ証明書を使用して UDPアプリケーションを認証するには、「セ

キュリティ証明書の使用方法」を参照してください。
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5. Azure ポータルに証明書をアップロードした後、UDPコンソールにはノード名、アプリ

ケーション ID、ユーザ名が表示されます。AzureAD 管理者に同意するには、チェッ

クボックスを選択し、［接続］をクリックしてノードを登録します。
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Office 365テナントで基本認証が設定されている場合は、以下を実行します。

a. ［基本認証］オプションを選択し、ノード名、ユーザ名、パスワードを入力し

ます。

Arcserve UDP URL がブラウザで開かれ、OneDrive ポータルからすべての

Arcserve UDPのデータの読み取り/書き込みに関する権限をリクエストしま

す。

b. ブラウザで、Microsoft Azure 管理者の認証情報を使用してサインインしま

す。

Azure ポータルが開きます。

c. Microsoft Azure ポータルから、以下の手順を実行して UDPアプリを設定し

ます。

i. ［APIのアクセス許可］をクリックします。

ii. 右側のペインで、［アクセス許可の付与］ボタンをクリックします。

iii. ［はい］をクリックして、アクセス許可の付与に同意します。

iv. アクセス許可を付与した後、Arcserve UDPで、［プランの追加］-［プラ

ンにノードを追加］に移動し、［次へ］ボタンをクリックします。

注：アクセス許可 URL を閉じた後で再度開くには、UDP の［プランにノード

を追加］画面の［ここ］ボタンをクリックします。

Arcserve UDPによって、現在のテナントのすべてのアカウントが一覧表示されま

す。
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6. 保護する OneDrive アカウントを選択し、右向き矢印 ( >) をクリックして保護されて

いるリストに移動します。

注：［すべてのOneDrive アカウントを保護する］チェックボックスをオンにし、すべて

のページですべてのOneDrive アカウントを保護します。

7. ［保存］をクリックします。

選択した OneDrive アカウントが追加されます。

デスティネーションの指定

送信先はバックアップデータを保存する場所です。少なくともプランを保存するた

めのデスティネーションを指定する必要があります。

以下の手順に従います。

1. ［デスティネーション］タブをクリックします。

［Arcserve UDP 復旧ポイントサーバ］オプションが自動的に選択されます。

［Arcserve UDP 復旧ポイント サーバ］はバックアップ先が復旧ポイント サーバであ

ることを指定します。このオプションを選択すると、データは復旧ポイントとして保存

されます。データを復旧セットとして保存できません。

2. 以下の詳細を指定します。

a. 復旧ポイント サーバを選択します。

b. 非デデュプリケーションまたはデデュプリケーションデータストアを選択します。

指定された復旧ポイント サーバで作成されるデータストアをすべて示すリス

トが表示されます。

c. セッションパスワードを入力します。バックアップ先が、暗号化されていない

RPSデータストアの場合、セッションパスワードはオプションです。

d. セッションパスワードを確認します。

デスティネーションが指定されます。ここで、［スケジュール］および［拡張］の詳細を

指定します。

スケジュールの指定

［スケジュール］ページでは、特定の間隔で繰り返されるバックアップ、マージ、およ

びスロットル機能のスケジュールを定義できます。スケジュールを定義した後、ジョ

ブはスケジュールごとに自動的に実行されます。複数のスケジュールを追加し、保

存設定を提供できます。

［バックアップスケジュール］は、選択した時間または分数に基づいて一日に複数

回繰り返される通常のスケジュールを指します。標準スケジュールに加えて、バッ
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クアップスケジュールには、毎日、毎週、および毎月のスケジュールを追加するオ

プションが用意されています。

注：スケジューリングと保存設定の詳細については、「高度なスケジュールおよび

保存」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. バックアップスケジュール、マージ スケジュール、およびスロットルスケジュールを追

加します。

バックアップスケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［バックアップスケジュールの追加］を選択します。

［新規のバックアップスケジュール］ダイアログボックスが開きます。

b. 以下のオプションから 1つを選択します。

カスタム

1日に複数回繰り返すバックアップスケジュールを指定します。

毎日

1日に 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。［毎

日］バックアップの場合、デフォルトでは、すべての曜日が選択されま

す。特定の曜日にバックアップジョブを実行しない場合は、その曜日

のチェックボックスをオフにします。

毎週

週 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。

毎月

月 1回実行されるバックアップスケジュールを指定します。

c. バックアップの種類を選択します。

フル
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フルバックアップのバックアップスケジュールを指定します。Arcserve
UDPはスケジュールに従って、ソースマシンで使用されているすべての

ブロックのフルバックアップを実行します。フルバックアップにかかる時間

は、通常、バックアップのサイズに左右されます。

増分

増分バックアップのバックアップスケジュールを指定します。

スケジュールされたとおりに、前回の成功したバックアップ後に変更さ

れたブロックのみの増分バックアップが Arcserve UDPによって実行され

ます。増分バックアップのメリットは、バックアップを高速で実行できるこ

と、また作成されるバックアップイメージのサイズが小さいことです。この

オプションは、バックアップの実行に最も適した方法です。

d. バックアップの開始時刻を指定します。

e. ( オプション) ［繰り返し実行する］チェックボックスをオンにして繰り返しスケ

ジュールを指定します。

f. ［保存］をクリックします。

［バックアップスケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

マージ スケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［マージ スケジュールの追加］を選択します。

［新しいマージ スケジュールの追加］ダイアログボックスが開きます。

b. マージ ジョブを開始する開始時刻を指定します。

c. ［終了］を指定して、マージ ジョブの終了時刻を指定します。

d. ［保存］をクリックします。

［マージ スケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

スロットルスケジュールの追加

a. ［追加］をクリックして［スロットルスケジュールの追加］を選択します。

［新しいスロットルスケジュールの追加］ダイアログボックスが開きます。

b. 分単位のMB でスループット制限を指定します。

c. バックアップスループット ジョブを開始する開始時刻を指定します。
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d. ［終了］を指定して、スループット ジョブの終了時刻を指定します。

e. ［保存］をクリックします。

［スロットルスケジュール］が指定され、［スケジュール］ページに表示されます。

2. スケジュール済みバックアップの開始時刻を指定します。

3. ［カスタム］、［毎日］、［毎週］、および［毎月］スケジュールに対して復旧ポイント

保存設定を指定します。

これらのオプションは、対応するバックアップスケジュールを追加している場合に有

効になります。このページで保存設定を変更すると、変更が［バックアップスケ

ジュール］ダイアログボックスに反映されます。

スケジュールが指定されます。ここで、［拡張］の詳細を指定します。

拡張設定の指定

［拡張］タブでは、バックアップジョブの一部の拡張設定を指定できます。拡張設

定には、スクリプトのロケーションの提供、電子メールの設定などが含まれます。

以下の図は［拡張］タブを示しています。

以下の手順に従います。
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1. 以下の詳細を指定します。

バックアップ開始前にコマンドを実行する

バックアップジョブを開始する前にスクリプトを実行できます。プロキシノード内

のスクリプトの保存場所のパスを指定します。［終了コード］をクリックし、［ジョ

ブを続行］または［ジョブを中止］の終了コードを指定します。［ジョブを続行］

で指定すると、スクリプトが終了コードを返すときバックアップジョブが続行され

ます。［ジョブを中止］で指定すると、スクリプトが終了コードを返すときバック

アップジョブが停止します。

バックアップ完了後にコマンドを実行する

バックアップジョブが完了した後にスクリプトを実行できます。スクリプトの保存

場所の完全パスを指定します。

Run a command even when the job fails ( ジョブが失敗した場合でもコマンドを

実行する)

このチェックボックスを選択した場合は、バックアップジョブが失敗した場合で

も、［バックアップ完了後にコマンドを実行する］で指定したスクリプトが実行さ

れます。そうしない場合、バックアップジョブが正常に完了した場合にのみ、そ

のスクリプトが実行されます。

コマンドのユーザ名

コマンドを実行するユーザ名を指定できます。

コマンド用パスワード

コマンドを実行するパスワードを指定できます。

電子メールアラートの有効化

電子メールアラートを有効にすることができます。電子メール設定を指定し、

電子メールで受信するアラートの種類を設定することができます。このオプショ

ンを選択すると、以下のオプションを選択できるようになります。

電子メール設定

電子メール設定を指定できます。［電子メールの設定］をクリックし、電子

メールサーバおよびプロキシサーバの詳細を設定します。電子メールの設

定方法の詳細については、「電子メールとアラートの環境設定」を参照し

てください。

ジョブアラート

受信するジョブアラート電子メールの種類を選択します。

2. ［保存］をクリックします。

注：バックアップソースまたはバックアッププロキシとしてノードを選択すると、

Arcserve UDPは、プロキシノードにエージェントがインストールされているかどうか、
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またそのエージェントが最新バージョンかどうかを確認します。その後、Arcserve
UDPは、古いバージョンのエージェントがインストールされているすべてのノードまた

はエージェントがインストールされていないすべてのノードのリストを示す確認ダイア

ログボックスを表示します。エージェントをこれらのノードにインストールしたり、エー

ジェントをアップグレードしたりするには、インストール方式を選択して［保存］をク

リックします。

変更が保存され、タスク名の隣に緑のチェックマークが表示されます。プランペー

ジが閉じられます。

注：別のタスクを追加する必要がある場合、［リソース］タブからプランを選択し、

このプランを変更する必要があります。プランを変更するには、中央ペインでプラン

をクリックします。プランが開き、それを変更できます。フォローアップタスクとして、

［復旧ポイントのコピー］、［テープへのコピー］、［レプリケート］、および［リモート RPS
からレプリケート］タスクを追加できます。

プランは、自動的にプロキシサーバノードに展開されます。

プロキシサーバのExchange Online バックアッププランが作成されます。バックアップ

は、［スケジュール］タブで設定したスケジュールに従って実行されます。また、手

動バックアップはいつでも実行できます。

(オプション)手動バックアップの実行

通常、バックアップは自動的に実行され、スケジュール設定によって制御されま

す。スケジュールされたバックアップの他、手動バックアップには、必要に応じてノー

ドをバックアップするオプションがあります。たとえば、フルおよび増分バックアップを繰

り返し実行するスケジュールが設定されている状況でマシンに大幅な変更を加え

る場合、次にスケジュールされたバックアップを待つのではなく、すぐに手動バック

アップを実行する必要があります。コンソールおよびプロキシユーザインターフェース

の両方から、バックアップジョブをサブミットできます。ジョブモニタを使用して、ジョ

ブステータスを表示したり、進行中のジョブをキャンセルしたりします。

OneDrive ノードの手動バックアップを実行する以下の手順に従います。

1. コンソールから［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［ノード］に移動し、［すべてのノード］をクリックします。

OneDrive ノードが中央のペインに表示されます。

3. バックアップの対象で、プランが割り当てられている OneDrive ノードを選択します。

4. 中央のペインで、［アクション］、［今すぐバックアップ］の順にクリックします。

［今すぐバックアップを実行］ダイアログボックスが開きます。

5. バックアップの種類を選択し、必要に応じて、バックアップジョブの名前を指定しま

す。
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Microsoft Office 365データを Arcserve Cloudに保護するプランの作成

6. ［OK］をクリックします。

バックアップジョブが実行されます。

OneDrive プランの手動バックアップを実行する以下の手順に従います。

1. コンソールから［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［プラン］に移動し、［すべてのプラン］をクリックします。

OneDrive バックアッププランが中央のペインに表示されます。

3. バックアップの対象で、プランが割り当てられているプランを選択します。

4. 中央のペインで、［アクション］、［今すぐバックアップ］の順にクリックします。

［今すぐバックアップを実行］ダイアログボックスが開きます。

5. バックアップの種類を選択し、必要に応じて、バックアップジョブの名前を指定しま

す。

6. ［OK］をクリックします。

バックアップジョブが実行されます。

手動バックアップが正常に実行されます。これで、バックアップを確認できます。

バックアップの検証

バックアップを検証するには、バックアッププランが正常に作成されたことを確認し

ます。プランが正常に作成されたことを検証した後で、スケジュールどおりバックアッ

プジョブが実行されているかどうかを確認します。［Jobs］タブからバックアップジョブ

のステータスを検証できます。

プランを検証するには、以下の手順に従います。

1. ［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［ノード］に移動し、［すべてのノード］をクリックします。

すべてのノードのリストが中央のペインに表示されます。

3. プランがノードと共にマップされていることを検証します。

バックアップジョブを検証するには、以下の手順に従います。

1. ［ジョブ］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［すべてのジョブ］をクリックします。

各ジョブのステータスは中央のペインにリスト表示されます。

3. バックアップジョブが正常に終了することを確認します。

バックアップジョブが検証されます。
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保護データのリストア

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Exchange Online のメールボックスデータをリストアする

方法

任意のコンピュータを使用してMicrosoftクラウドから Exchange Online のメールボッ

クスデータ( 電子メール、予定表、連絡先、メモ、タスクなど) をリストアできます。

復旧ポイントから元の場所または別の場所にデータをリストアできます。

Exchange Online のメールボックスデータをリストアするには、以下のタスクを行いま

す。

1. リストアする Exchange Online メールボックスの項目の選択

2. リストアオプションの定義

3. 回復可能なアイテムのリストア

4. 復旧ポイント コンテンツのリストア

5. コンテンツのリストアの確認

リストアする Exchange Online メールアイテムの選択

復旧ポイントから Exchange Online メールデータをリストアできます。復旧する日付

を選択して時間を指定すると、その期間に関連付けられた復旧ポイントがすべて

表示されます。その後、リストアするバックアップコンテンツ( アプリケーションを含む)
を参照して選択することができます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPにログインします。

2. ［リソース］タブをクリックします。

3. 左ペインの［すべてのノード］を選択します。

追加されたすべてのノードが中央のペインに表示されます。

4. 中央のペインで Exchange Online ノードを選択し、［アクション］をクリックします。

5. ［アクション］ドロップダウンメニューの［リストア］をクリックします。

［Exchange 項目のリストア］ダイアログボックスが表示されます。

注：ユーザはエージェント ノードに自動的にログインされ、［Exchange 項目のリス

トア］ダイアログボックスが開きます。

［バックアップ場所］で復旧ポイント サーバの詳細を参照できます。
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6. ( オプション) バックアップ場所を変更する場合は、［変更］をクリックします。

［ソース］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスでバックアップ

場所を選択できます。
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7. ソースを指定するには、以下のいずれかのオプションを選択し、［OK］をクリックしま

す。

ローカルディスクまたは共有フォルダの選択

注：Arcserve UDPでは、［ローカルディスクまたは共有フォルダの選択］オプション

の選択は推奨されません。

復旧ポイント サーバの選択

a. 復旧ポイント サーバ設定の詳細を指定し、［更新］をクリックします。

すべてのエージェントが［ソース］ダイアログボックスの［データ保護エージェン

ト］列にリスト表示されます。

b. 表示されたリストからエージェントを選択し、［OK］をクリックします。

復旧ポイントが［Exchange 項目のリストア］ダイアログボックスにリスト表示さ

れます。

注：復旧ポイント フォルダから、Exchange Online ノードと同じ名前を持つ多

くのフォルダを参照できます。これは、ノードを削除し、テスト プランに再度

追加した場合に、ノード GUID が変更され、新しい復旧ポイント フォルダが

作成されるために発生します。

8. カレンダで、リストアするバックアップイメージの日付を選択し、［次へ］をクリックしま

す。

指定したバックアップソースの復旧ポイントを含む日付はすべて、緑で強調表示

されます。

その日付に対応する復旧ポイントが、バックアップの時刻、実行されたバックアップ

の種類 ( フル、増分、検証 ) 、およびバックアップの名前と共に表示されます。
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9. ［メールボックス］ペインで、リストアするメールボックスをクリックします。たとえば、

［アーカイブ］をクリックします。

そのメールボックスに関連するすべてのメールアイテムが［フォルダ］ペインに表示さ

れます。

10. ［フォルダ］からリストアする関連メールアイテムまたはフォルダ( メールボックス全体、

電子メール、予定表、連絡先、メモ、タスクなど) を選択し、［次へ］をクリックしま

す。

注：

リストアする Exchange オブジェクトの全コンテンツまたは一部のコンテンツを選

択できます。一部のコンテンツを選択するには、オブジェクトを展開し、その

コンテンツのチェックボックスをクリックします。

複数のExchange オブジェクトを選択できます。

［リストアオプション］ダイアログボックスが表示されます。
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リストアする Exchange Online メールアイテムが選択されます。これで、リストアオプ

ションを定義することができます。

リストアオプションの定義

リストアする Exchange Online 情報を指定したら、選択したファイルまたはフォルダ

用にリストアオプションを定義します。

以下の手順に従います。

1. ［リストアオプション］ダイアログボックスで、リストア先を選択します。

使用可能なデスティネーションオプションは、以下のとおりです。

元の場所にリストアする

バックアップした場所から同じ場所にメールデータをリストアします。

注：

上書きオプションを使用して元の場所にメールアイテムを 2回リストアする

場合、2回目のリストア後に、最初にリストアしたメールアイテムは上書きさ

れません。その結果、2つの類似のメールアイテムが元の場所に表示され

ます。

スキップオプションを使用して元の場所にメールアイテムをリストアする場

合、元のフォルダにはリストアするアイテムと類似したアイテムがすでに存在

するため、バックアップジョブは不完全な結果を表示します。
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別の場所にリストアする

別のメールボックスまたは音のメールボックスの別のフォルダに、メールデータをリ

ストアします。このオプションを選択すると、デスティネーションの参照と選択が

可能です。

2. ［項目がデスティネーションに存在する場合］ドロップダウンから、以下のオプション

のいずれかを指定します。

項目をスキップし、リストアしない

項目をスキップし、リストアしません。

デフォルト：項目をスキップし、リストアしない。

デスティネーションの項目を上書きする

デスティネーションの項目を上書きします。

注：［リストアディスティネーション］ドロップダウンリストから［元の場所にリスト

ア］オプションを選択した場合に、［項目がデスティネーションに存在する場

合］ドロップダウンリストが利用できます。

認証

ユーザアカウントを検証および識別します。以下のオプションから 1つを選択

します。

既存の認証

［既存の認証］を選択すると、ノードの作成時に選択した認証タイプが使

用されます。

ノード認証が基本認証の場合、ユーザ名、パスワード、バックアップ

暗号化、保護パスワード ( 暗号化されている場合 ) などのパラメータ

が自動的にロードされ、リストアが続行されます。

ノード認証が先進認証の場合、ユーザ名、バックアップ暗号化、保

護パスワード ( 暗号化されている場合 ) などのパラメータが自動的に

ロードされ、リストアが続行されます。

新しい認証

リストア中に、以下のいずれかを選択して認証タイプを変更できます。

先進認証
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基本認証

3. 認証を適用するには、以下のいずれかを実行します。

先進認証

詳細については、「セキュリティ証明書の使用方法」を参照してください。

基本認証

基本認証の場合、リストアを続行するには、ユーザ名とパスワードを入力し

ます。

注：テナントまたはアカウントで先進認証が有効になっている場合、このオ

プションは失敗します。

第2章:バックアップにArcserve Cloud インスタンスを使用する 87



保護データのリストア

必要に応じてユーザ名とパスワードを指定します。

4. ［次へ］をクリックします。

［リストアサマリ］ダイアログボックスが表示されます。

Exchange Online 情報をリストアするようにリストアオプションが定義されます。

回復可能なアイテムのリストア

Exchange Online ノードのUI で、インプレースホールドまたは訴訟ホールド機能が

有効になっているメールボックスから回復可能なアイテムをリストアし、バックアップ

セッションを参照できます。この機能を有効にするには、「ソースの指定」を参照し

てください。

機能を有効にした後、リストアウィザードを使用して、回復可能なアイテムをリス

トアすることができます。

以下の手順に従います。

1. ［Exchange 項目のリストア］ダイアログボックスで、［回復可能なアイテム］で必要

なフォルダを選択し、［次へ］をクリックします。
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保護データのリストア

［リストアオプション］画面が表示されます。

2. ［リストアオプション］画面で以下の詳細手順を実行し、［次へ］をクリックします。

リストア先を選択します。

リストア先に項目がすでに存在する場合、スキップまたは上書きします。

元の場所または別の場所へのリストアを行うことができます。

元の場所へのリストア

［回復可能な項目］の項目が、ターゲット メールボックスに作成された

UDP_RecoverableItems_yyyyMMdd_HHmmssfff フォルダにリストアされま

す。リストアに関するスキップおよび上書きのオプションは、これらの項目

には適用されません。

別の場所へのリストア
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ユーザメールボックスと同様に、選択した項目をデスティネーションパス

にある一意のタイムスタンプ付きフォルダ( /restore_yyyyMMdd-mmssff な
ど) にリストアします。

リストア先となるデスティネーションのユーザ ID とパスワードを指定します。

選択した回復可能な項目がリストアされます。

復旧ポイントのコンテンツがリストアされます。

復旧ポイント コンテンツのリストア

リストアオプションを定義したら、設定が正しく行われていること、および、リストア

のプロセスを確認します。［リストアサマリ］では、定義したリストアオプションをすべ

て確認し、必要に応じて変更することができます。

以下の手順に従います。

1. ［リストアサマリ］ダイアログボックスで、表示されている情報を確認し、リストアオ

プションおよび設定がすべて正しいことを確認します。

サマリ情報が正しくない場合は、［前に戻る］をクリックし、該当するダイアロ

グボックスに戻って、正しくない設定を変更します。

サマリ情報が正しい場合は、［完了］ボタンをクリックし、リストアジョブを開

始します。

復旧ポイントのコンテンツがリストアされます。
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コンテンツのリストアの確認

リストアプロセスが完了したら、コンテンツが指定されたデスティネーションにリストア

されたことを確認します。

以下の手順に従います。

1. デスティネーションメールボックスにログインします。

2. リストアしたメールボックスのアイテムを確認します。

3. リストアされたコンテンツを確認します。

リストアされたコンテンツの検証が完了しました。

SharePoint Online サイト コレクションデータをリストア

する方法

SharePoint Online リスト/ライブラリまたはサイトのリスト アイテムをリストアできます。

サイト コレクションとサイトは、Arcserve UDP7.0ではまだサポートされていません。新

しい名前で元のサイトにデータをリストアすること、元の場所にデータをリストアする

こと、および復旧ポイントからディスクにデータをエクスポートすることができます。

SharePoint Online リスト アイテムをリストアするには、以下のタスクを実行します。

1. リストアする SharePoint Online サイトのリスト アイテムの選択

2. リストアオプションの定義

3. コンテンツのリストアの確認

リストアする SharePoint Online サイトのリスト アイテム

の選択

復旧ポイントから SharePoint Online リスト アイテムデータをリストアできます。復旧

する日付を選択して時間を指定すると、その期間に関連付けられた復旧ポイン

トがすべて表示されます。その後、リストアするバックアップコンテンツ( アプリケーショ

ンを含む) を参照して選択することができます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPにログインします。

2. ［リソース］タブをクリックします。

3. 左ペインの［すべてのノード］を選択します。

追加されたすべてのノードが中央のペインに表示されます。

または
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［SharePoint Online ノード］グループを選択します。

追加されたすべてのSharePoint ノードが中央のペインに表示されます。

4. 中央のペインで SharePoint Online ノードを選択し、［アクション］をクリックします。

5. ［アクション］ドロップダウンメニューの［リストア］をクリックします。

［SharePoint Online アイテムをリストア］ダイアログボックスが表示されます。

注：ユーザはエージェント ノードに自動的にログインされ、［SharePoint Online ア

イテムをリストア］ダイアログボックスが開きます。

［バックアップ場所］に［復旧ポイント サーバ］の詳細が表示されます。

6. ( オプション) ［変更］をクリックしてバックアップ場所を変更します。

［ソース］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスでバックアップ

場所を選択できます。
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7. ソースを指定するには、以下のいずれかのオプションを選択し、［OK］をクリックしま

す。

ローカルディスクまたは共有フォルダの選択

注：Arcserve UDPでは、［ローカルディスクまたは共有フォルダの選択］オプション

の選択は推奨されません。

復旧ポイント サーバの選択

a. 復旧ポイント サーバ設定の詳細を指定し、［更新］をクリックします。

すべてのエージェントが［ソース］ダイアログボックスの［データ保護エージェン

ト］列にリスト表示されます。

b. 表示されたリスト/ライブラリからエージェントを選択し、［OK］をクリックします。

復旧ポイントが［SharePoint Online アイテムをリストア］ダイアログボックスに

リスト表示されます。

8. カレンダで、リストアするバックアップイメージの日付を選択し、［次へ］をクリックしま

す。

指定したバックアップソースの復旧ポイントを含む日付はすべて、緑で強調表示

されます。

その日付に対応する復旧ポイントが、バックアップの時刻、実行されたバックアップ

の種類 ( フルまたは増分 ) 、およびバックアップの名前と共に表示されます。

9. ［SharePoint Online アイテムをリストア］ダイアログボックスで、サイト コレクションを

展開します。

すべてのリスト/ライブラリとリストが表示されます。

10. SharePointサイト コレクションからリストアする、サイト コレクション内にあるリスト/ライ
ブラリまたはアイテムを選択し、［次へ］をクリックします。
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保護データのリストア

注：

リストアする SharePointオブジェクトの全コンテンツまたは一部のコンテンツを

選択できます。一部のコンテンツを選択するには、オブジェクトを展開し、そ

のコンテンツのチェックボックスをクリックします。

複数のSharePoint リスト/ライブラリまたはリスト アイテムを選択してリストアで

きます。

［リストアオプション］ダイアログボックスが表示されます。

リストアする SharePoint Online リスト/ライブラリまたはリスト アイテムが選択されてい

ます。これで、リストアオプションを定義することができます。

リストアオプションの定義

リストアする SharePoint Online 情報を指定したら、選択したファイルまたはフォルダ

用にリストアオプションを定義します。

以下の手順に従います。
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保護データのリストア

1. ［リストアオプション］ダイアログボックスで、リストア先を選択します。

使用可能なデスティネーションオプションは、以下のとおりです。

新しい名前で元のサイトをリストアする

リスト/ライブラリおよびリスト アイテムのデータを、バックアップした場所から同じ

サイトに新しいリスト名でリストアします。

元の場所にリストアする

リスト/ライブラリおよびリスト アイテムのデータをバックアップした場所から同じ場

所にリストアします。

2. ［項目がデスティネーションに存在する場合］ドロップダウンから、以下のオプション

のいずれかを指定します。

バージョン管理が有効な場合は、新バージョンとして追加

このオプションは、SharePointサイトのライブラリ設定でバージョン設定が有効に

なっている場合に機能します。このオプションを選択すると、リスト アイテムが存

在している場合は、新しいバージョンがリスト アイテムの現在のバージョンに追

加されます。

項目をスキップし、リストアしない

項目をスキップし、リストアしません。

デスティネーションの項目を上書きする

デスティネーションの項目を上書きします。
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保護データのリストア

ディスクにエクスポート

サイト コレクション内のリスト/ライブラリまたはリスト アイテムをディスク内のフォル

ダまたは共有フォルダにリストアします。

注：リストのリストアで［ディスクにエクスポート］のリストアオプションを選択する

と、リストの添付ファイルのみがディスクにエクスポートされます。

認証

ユーザアカウントを検証および識別します。以下のオプションから 1つを選択

します。

既存の認証

［既存の認証］を選択すると、ノードの作成時に選択した認証タイプが使

用されます。

ノード認証が基本認証の場合、ユーザ名、パスワード、バックアップ

暗号化、保護パスワード ( 暗号化されている場合 ) などのパラメータ

が自動的にロードされ、リストアが続行されます。

ノード認証が先進認証の場合、ユーザ名、バックアップ暗号化、保

護パスワード ( 暗号化されている場合 ) などのパラメータが自動的に

ロードされ、リストアが続行されます。

新しい認証

リストア中に、以下のいずれかを選択して認証タイプを変更できます。

先進認証
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保護データのリストア

基本認証

3. 認証を適用するには、以下のいずれかを実行します。

先進認証

詳細については、「セキュリティ証明書の使用方法」を参照してください。

基本認証

基本認証の場合、リストアを続行するには、ユーザ名とパスワードを入力し

ます。

注：テナントまたはアカウントで先進認証が有効になっている場合、このオ

プションは失敗します。

第2章:バックアップにArcserve Cloud インスタンスを使用する 97



保護データのリストア

バックアップを実行するサイト所有者の［ユーザ名］および［パスワード］を指

定します。

4. SharePointサイトのライブラリ設定でバージョン設定が有効になっている場合は、リ

ストアするリスト アイテムのバージョンを指定します。

すべてのバージョンをリストア

バックアップにあるすべてのバージョンをリストアします。

最新のバージョンのみをリストア

バックアップにある最新バージョンのみをリストアします。

最新のメジャーバージョンのみをリストア

バックアップにある最新のメジャーバージョンのみをリストアします。

5. セッションパスワードがある場合は指定します。

6. ［次へ］をクリックします。

［リストアサマリ］ダイアログボックスが表示されます。
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保護データのリストア

［リストアサマリ］ダイアログボックスからリストア情報を確認することができます。

7. ［完了］をクリックしてリストアジョブをサブミットします。

SharePoint Online 情報をリストアするようにリストアオプションが定義されます。

コンテンツのリストアの確認

リストアプロセスが完了したら、コンテンツが指定されたデスティネーションにリストア

されたことを確認します。

以下の手順に従います。

1. SharePointサイト コレクションにログインします。

2. リスト/ライブラリおよびリスト アイテムを確認します。

3. リストアされたコンテンツを確認します。

リストアされたコンテンツの検証が完了しました。

OneDrive データのリストア方法

任意のコンピュータを使用して OneDrive データ( ファイルやフォルダなど) をリストア

できます。リストアオプションを使用するか、エージェント ユーザインターフェースから

［Mount Volume ( ボリュームのマウント ) ］オプションを使用してリストアできます。

以下のタスクを実行して、リストアオプションで OneDrive データをリストアできます。
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保護データのリストア

1. リストアする OneDrive アイテムの選択

2. リストアオプションの定義

3. リストアサマリの表示

4. コンテンツのリストアの確認

または

ボリュームのマウント オプションを使用して OneDrive データをリストアします。

リストアする OneDrive アイテムの選択

復旧ポイントからOneDrive データをリストアできます。復旧する日付を選択して

時間を指定すると、その期間に関連付けられた復旧ポイントがすべて表示され

ます。その後、リストアするバックアップコンテンツ( アプリケーションを含む) を参照し

て選択することができます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPにログインします。

2. ［リソース］タブをクリックします。

3. 左ペインの［すべてのノード］を選択します。

追加されたすべてのノードが中央のペインに表示されます。

4. 中央のペインで OneDrive ノードを選択し、［アクション］をクリックします。

5. ［アクション］ドロップダウンメニューの［リストア］をクリックします。

注：ユーザはエージェント ノードに自動的にログインされ、［ノード］ダイアログボッ

クスが開きます。

［バックアップ場所］に［復旧ポイントの参照］が表示されます。選択した復旧ポイ

ントサーバの名前が表示されます。必要に応じて、［変更］をクリックし、［ソース］

ポップアップから［復旧ポイントサーバ設定］を変更します。

6. カレンダで、リストアするバックアップイメージの日付を選択し、［次へ］をクリックしま

す。

指定したバックアップソースの復旧ポイントを含む日付はすべて、緑で強調表示

されます。

その日付に対応する復旧ポイントが、バックアップの時刻、実行されたバックアップ

の種類 ( フルまたは増分 ) 、およびバックアップの名前と共に表示されます。

7. ［Restore OneDrive Node Items ( OneDrive ノード アイテムのリストア) ］ペインか

ら、フォルダからリストアする関連アイテムまたはフォルダのチェックボックスをオンにし

て、［次へ］をクリックします。
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保護データのリストア

注：

リストアする OneDrive オブジェクトの全コンテンツまたは一部のコンテンツを選

択できます。一部のコンテンツを選択するには、オブジェクトを展開し、その

コンテンツのチェックボックスをクリックします。

複数のOneDrive オブジェクトを選択できます。

［リストアオプション］ダイアログボックスが表示されます。

リストアする OneDrive ノード アイテムが選択されます。これで、リストアオプションを

定義することができます。
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保護データのリストア

リストアオプションの定義

リストアする OneDrive 情報を指定したら、選択したファイルまたはフォルダ用にリス

トアオプションを定義します。

以下の手順に従います。

1. ［リストアオプション］ダイアログボックスで、リストア先を選択します。

ディスクにエクスポート

フォルダまたはディスクの共有フォルダにリストアします。

2. ［デスティネーションパス］を指定し、別のリストア場所を定義します。
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3. ( オプション) ［バックアップの暗号化または保護パスワード］を指定します。

注：このオプションは、バックアッププランで［デスティネーション］を定義しているとき

にすでにセッションパスワードを設定した場合にのみ表示されます。

4. ［次へ］をクリックします。

［リストアサマリ］ダイアログボックスが表示されます。

OneDrive 情報をリストアするようにリストアオプションが定義されます。これで、リス

トアサマリを確認できます。

リストアサマリの表示

リストアオプションを定義したら、設定が正しく行われていること、および、リストア

のプロセスを確認します。リストアサマリは、定義したすべてのリストアオプションお

よびデスティネーションパスを確認するのに役立ちます。変更する必要がある場

合は、［前へ］をクリックします。

以下の手順に従います。

1. ［リストアサマリ］ダイアログボックスで、表示されている情報を確認し、リストアオ

プションおよび設定がすべて正しいことを確認します。
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サマリ情報が正しくない場合は、［前に戻る］をクリックし、該当するダイアロ

グボックスに戻って、設定を変更します。

サマリ情報が正しい場合は、［完了］ボタンをクリックし、リストアジョブを開

始します。

復旧ポイントのコンテンツがリストアされます。

コンテンツのリストアの確認

リストアジョブの完了後、ファイル/フォルダが Restore というプレフィックスが付与さ

れた一時フォルダに保存されます。
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保護データのリストア

リストアされたファイル/フォルダは、OneDrive で利用可能なものと同じレイアウトを

維持します。

ボリュームのマウント オプションを使用した OneDrive
データのリストア

OneDrive 保護では、ユニバーサルバックアップセッションフォーマットが使用されま

す。ドライブ文字としてバックアップセッションをマウントし、マウントされたボリューム

からファイル/フォルダをコピーできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPにログインします。

2. ［リソース］タブをクリックします。

第2章:バックアップにArcserve Cloud インスタンスを使用する 105



保護データのリストア

3. 左ペインの［すべてのノード］を選択します。

追加されたすべてのノードが中央のペインに表示されます。

4. 中央のペインで OneDrive ノードを選択し、［アクション］をクリックします。

5. ［アクション］ドロップダウンメニューの［Log into Agent ( エージェントにログイン) ］を
クリックします。

注：エージェント ノードに自動的にログインされます。ノードの完全な詳細を確認

でき、右側のペインには実行できるタスクのリストも表示されます。

6. ［タスク］の右側のペインから、［復旧ポイントのマウント］をクリックします。

［復旧ポイントのマウント］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボック

スでバックアップセッションを選択できます。
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7. デスティネーションを選択し、セッションをドライブ文字としてマウントするか、空の

NTFSフォルダにマウントします。
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ボリュームを参照できます。Arcserve UDPはOneDrive のすべてのメタデータをボ

リュームに保存しました。各アカウントのルート ボリュームに関連フォルダがありま

す。フォルダはアカウント名に従って命名されます。

そのアカウント名によって作成されたフォルダを開き、OneDrive データがバックアップ

されているかどうかを確認できます。
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保護されたMicrosoft Office 365データを Arcserve Cloud Backup インスタンスから復旧する

保護されたMicrosoft Office 365データを Arcserve
Cloud Backup インスタンスから復旧する

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Microsoft SharePoint Online サイト コレクションデータをリストアする方法

Microsoft Office 365 Exchange メールボックスデータをリストアする方法

Microsoft OneDrive データのリストア方法
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保護されたMicrosoft Office 365データを Arcserve Cloud Backup インスタンスから復旧する

Microsoft SharePoint Online サイト コレクションデータ

をリストアする方法

SharePoint Online リスト/ライブラリまたはサイトのリスト アイテムをリストアできます。

新しい名前を使用して元のサイトにデータをリストアしたり、元の場所にデータをリ

ストアしたり、復旧ポイントからディスクにエクスポートしたりすることができます。

詳細については、「SharePoint Online サイト コレクションデータをリストアする方法」

を参照してください。
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保護されたMicrosoft Office 365データを Arcserve Cloud Backup インスタンスから復旧する

Microsoft Office 365 Exchange メールボックスデータを

リストアする方法

Microsoftクラウドから電子メール、予定表、連絡先、メモ、タスクなどのExchange
Online メールボックスデータをリストアできます。元の場所や別の場所にデータをリ

ストアしたり、復旧ポイントからディスクにエクスポートしたりすることができます。

詳細については、「Exchange Online メールボックスデータをリストアする方法」を参

照してください。
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保護されたMicrosoft Office 365データを Arcserve Cloud Backup インスタンスから復旧する

Microsoft OneDrive データのリストア方法

Microsoft OneDrive データをリストアするには、エージェント ユーザインターフェース

から［リストア］オプションまたは［ボリュームのマウント］オプションを使用します。

Microsoft OneDrive ファイルおよびフォルダをローカルディスクにエクスポートできま

す。

詳細については、「Microsoft OneDrive データをリストアする方法」を参照してくだ

さい。
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